
　
普
通
煎
茶
4
キ
ロ
の
部
で
産
地
賞
を
受
賞
し
た
川
根
本
町
。

10
月
28
日
（
土
）
に
福
岡
県
八
女
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
77
回

全
国
お
茶
ま
つ
り
福
岡
大
会
」
に
お
い
て
、
薗
田
靖
邦
町
長
に

賞
状
が
、
大
井
川
農
協
の
板い

た

谷や

隆た
か

輝て
る

常
務
に
優
勝
旗
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
川
根
本
町
の
産
地
賞
受
賞
は
、
３
年
ぶ
り
通
算
16

回
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
一
の
茶
産
地
で
あ
る
こ
と

を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
高
品
質
な
川
根
茶
の
名
声
を
全
国
へ

示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
賞
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

普
通
煎
茶
４
キ
ロ
の
部

　
一
等
二
席
　
相
藤
農
園
　
相
藤
直
紀
（
藤
川
区
）

　
一
等
三
席
　
つ
ち
や
農
園
　
土
屋
鉄
郎
（
水
川
区
）

　

　
一
等
六
席
　
丹
野
園
　
丹
野
浩
之
（
水
川
区
）

　
二
等
　
相
藤
園
　
相あ

い

藤と
う

令れ
い

治じ

（
藤
川
区
）

普
通
煎
茶
10
キ
ロ
の
部

　
二
等
　
丹
野
園
　
丹
野
浩
之

　
三
等
　
か
わ
ね
山
処
苑
　
小こ

平
だ
い
ら

史し

郎ろ
う

（
久
野
脇
区
）

　
三
等
　
川
根
た
っ
ち
ゃ
ん
農
園
　
橋は

し

本も
と

立た
つ

生お

　
（
田
代
区
）

３
年
ぶ
り
の
受
賞 

～
努
力
が
実
を
結
び
～

式典の様子式典の様子 優勝旗を受け取る板谷常務優勝旗を受け取る板谷常務

全国茶品評会全国茶品評会産地賞受賞産地賞受賞
I n t e r v i e wIn t e r v i e w ~ 上位3 名に聞いた 生産者の思い ~~ 上位3 名に聞いた 生産者の思い ~

　 毎年、 一等になると いう 目標

を 持ち、 品評会出品用の茶葉に

ついては、 毎日のよう に成長具

合を 確認し 、 気象によ る 影響な

どによっ て管理方法を 変更する

など品質の維持にこ だわっ てい

ます。

　 今年は雨が多く 摘み取り 前の

成長が例年よ り 遅く な り ま し

た。 繊細な茶葉なので、 気象条

件など見極める こ と が大変です

がお世話にな っ て いる 先輩方、

お茶摘みさ んなど多く の方と 一

緒に産地賞を 取る こ と ができ て

嬉し く 思います。

徹底した管理と品質の維持徹底した管理と品質の維持

相
あい

藤
と う

 直
なお

紀
き

 さ ん （ 藤川区）

一等二席

土
つち

屋
や

 鉄
てつ

郎
ろう

 さ ん （ 水川区）

一等三席
　 昭和40年頃、 水川農事研究

会で先輩方から 栽培・ 加工方法

を 教わり ながら 、 品評会への出

品を 始めまし た。 出品するこ と

で、 毎年どのく ら い評価さ れる

のかを 知り 、 次の年にどのよ う

に栽培方法を 調整・ 変化する の

かについて研究し ています。

　 品評会で高い品質を 証明する

こ と で、 お客さ んに喜んでも ら

え る お 茶作り を 心がけ て い ま

す。 また、 それが自分自身の弾

みにも なっ ています。

お客さんに喜んでもらう ためにお客さんに喜んでもらう ために

丹
たん

野
の

 浩
こ う

之
し

 さ ん （ 水川区）

　 毎年、 10キロ の部で 一等を

目標にし ています。 今回の普通

煎茶4キロ の部の一等入賞は、

私にと っ て思いがけないも ので

し た。 今年は天候に恵まれ茶葉

の育成も よ く 、 高品質なも のに

仕上がり まし た。 収穫も 鮮度に

気を 配り 、 短時間で行い最善を

尽く し まし た。

　 シルバー人材セン タ ーと お手

伝いし ていただいた方々のご協

力があり 、 一等への入賞と 、 産

地賞に貢献でき たこ と を と ても

嬉し く 思います。

自分にできる最善を尽く して自分にできる最善を尽く して一等六席

こ こにも、 一つの物語。
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